　「Words of the Wind」訳本

　「風の言葉」

　著者：不明

　［本書はAshlanderの大婆さま〔wise woman〕たちから収集した詩集である。『砂ぼこりみたいに小さくなれたら』〔'May I shrink to dust'〕は、Grazelandsに暮らすAhemmusa〔部族〕のAshlanderたちに由来するものである。］
君の冷たく荒ぶる荒野の内に在る、

砂ぼこりみたいに小さくなれたら。
そして、君の風に捧ぐ最後の賛歌、
それを、僕の舌が語れたとしたら。
戯れにguarに口笛を鳴らす、
　そんな羊飼のために僕は祈る。

歩く白い鳥の背後に忍び寄る、

　そんな猟師のために僕は祈る。

丘の麓に〔真理を〕探究する、

　そんな賢者のために僕は祈る。

そして、亡き我が子の手に最後に一度ふれようとする、

そんな妻のために。
　僕は失われた物のためには祈らないのだ。

君の土から種みたいに、

僕のハートは跳び出し、

　新たなる花々は明日の陽の下に。
